
一 
 

次
の
（
１
）
～
（
６
）
の
文
の 

 
 

 
 

線
部
に
つ
い
て
、
動
詞
に
は
○
、
形
容
詞
に
は 

△
、
形
容
動
詞
に
は
□
を
、
○Ａ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
活
用
形
を
あ
と
の 

 
 

 
 
 

か
ら
選
ん
で
、
○Ｂ
に
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 

【
完
答 

各
一
点
】 

（
１
） 

賞
賛
の
声
を
、
私
は
聞
い
た
。  

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

（
２
） 

み
ん
な
が
楽
し
け
れ
ば
、
こ
の
催
し
は
成
功
だ
。  

（
３
） 

修
学
旅
行
で
南
国
の
美
し
い
景
色
を
見
る
。  

 
 

（
４
） 

祖
母
の
穏
や
か
な
笑
顔
を
写
真
に
撮
る
。 

 
 

 

（
５
） 

野
菜
も
食
べ
ろ
、
と
母
は
い
つ
も
言
う
。  

 
 

  
 

（
６
） 

五
月
に
な
った
が
、
ツ
バ
メ
は
ま
だ
こ
な
い
。  

 

 

  

二 
 

次
の
（
１
）
～
（
４
）
の
文
の 

 
 

 

線
部
と
意
味
・
用
法
が
同
じ
も
の
を
、
ア
～
エ 

か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
に
○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
各
一
点
】 

（
１
）
友
達
を
待
た
せ
な
い
よ
う
に
早
く
家
を
出
た
。 

ア 

君
は
く
や
し
く
な
い
の
。 

イ 

今
日
は
忙
し
く
て
行
け
な
い
。 

ウ 

欲
し
か
った
本
が
な
い
。  

エ 

も
った
い
な
い
精
神
が
必
要
だ
。 

（
２
）
そ
の
本
を
読
ん
で
、
感
想
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。 

 
 

 
 
 
 

 

ア 

静
か
で
誰
も
い
な
い
。  

 

イ 

明
日
帰
る
予
定
で
あ
る
。  

ウ 

流
木
で
作
った
楽
器
。 

 

エ 

ト
ン
ボ
が
庭
に
飛
ん
で
き
た
。 

（
３
）
卒
業
式
に
向
け
て
、
き
れ
い
な
花
を
飾
る
。 

 
 
 
 

ア 

率
直
な
感
想
を
述
べ
る
。 

イ 

向
こ
う
に
大
き
な
橋
が
見
え
る
。  

ウ 

太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
。 

エ  

い
ろ
ん
な
お
菓
子
が
並
ん
で
い
る
。 

（
４
）
雪
は
降
り
積
も
っ
た
が
、
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
。 

ア 

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
た
。  

イ 

話
し
合
った
が
結
論
は
出
な
い
。 

ウ 

話
す
こ
と
が
好
き
だ
。  

エ 

突
然
で
す
が
、
旅
に
出
ま
す
。 

 
組 
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＊
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確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 
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文
法
の
ま
と
め
② 
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10 

ア 

未
然
形 

 

イ 

連
用
形 

 

ウ 
終
止
形 

 
 

エ 

連
体
形 

 

オ 

仮
定
形 

 

カ 
命
令
形 
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